


要約:平成 4 年度厚生省心身障害研究班により我国における極小未熟児の出生後 5 歳まで

の発育曲線が作成された。しかし、この発育曲線が臨床上使用に耐え得るのかどうかは明

かでなかった。そこで今年度は、本発育曲線を評価することを目的に研究を行った。評価

のために全国 20 施設から得られた 1988 年出生の神経学的後障害がないと考えられる AFD

児 173 名の発育を厚生省研究班の Growth Index を用いて検討し、1988 年出生の児の発育

は Growth Index の±1SD 内で推移していることが明かとなった。以上より、本発育曲線

は極小未熟児の管理のための reference stand-ard として有用であると考えられた。


